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二
〇
〇
八
・
一
〇
・
十
五 

 
 
 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

保
険
料
の
年
金
天
引
き
・差
別
医
療
―
―
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
し
か
な
い
！ 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

 

き
ょ
う
・
十
五
日
、
前
期
高
齢
者
も
含
め
て
、
新
た
に
六
百
二
十
五
万
人
、
あ
わ
せ
て
千
五
百
万
人
の

方
の
年
金
か
ら
、
天
引
き
が
行
わ
れ
ま
す
。 

「
ま
る
で
、
懐
（
ふ
と
こ
ろ
）
か
ら
、
わ
し
づ
か
み
さ
れ
る
よ
う
だ
」
、
「
少
な
い
年
金
か
ら
、
な
ぜ
天

引
き
す
る
の
か
」・
・
・
。
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
戦
後
の
復
興
を
支
え
て
き
た
お
年
寄
り
の
、
怒
り
と

憤
り
（
い
き
ど
お
り
）
を
よ
ぶ
の
は
、
当
然
で
す
。 

み
な
さ
ん
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
七
十
五
歳
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
そ
れ
ま
で
入
っ
て
い
た
医
療
保
険
か
ら

追
い
出
さ
れ
、
長
寿
の
方
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
保
険
料
が
際
限
な
く
値
上
げ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

し
か
も
、
診
療
内
容
は
削
ら
れ
る
と
い
う
、
世
界
に
例
の
な
い
、
高
齢
者
差
別
の
医
療
制
度
で
す
。 

 

麻
生
総
理
は
、「
制
度
を
な
く
せ
ば
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
、
あ
く
ま
で
、

差
別
医
療
の
根
幹
を
変
え
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
ん
な
に
冷
た
い
自
民
・
公
明
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
、
キ
ッ
パ
リ
廃

止
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
民
的
な
議
論
に
よ
っ
て
、
医
療
制
度
の
再
構
築
を
、
進
め
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

み
な
さ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
会
で
、
健
康
保
険
法
が
改
悪
さ
れ
た
際
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
原
型
が
も
り
こ
ま
れ
た
、
「
付
帯
決
議
」
に
、
唯
一
反
対
し
た
党
で
す
。 

 

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
、
中
止
・
廃
止
を
求
め
て
、
署
名
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

集
め
た
署
名
数
は
、
全
国
で
、
六
百
万
筆
を
超
え
ま
す
。 

 

世
論
の
力
と
、
運
動
の
力
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
法
案
を
、
参
議
院
で
可
決
、
衆
議
院
で
継

続
審
議
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
も
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

衆
議
院
で
も
、
廃
止
を
多
数
派
に
す
る
た
め
に
、
力
を
あ
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

み
な
さ
ん
。 

解
散
含
み
の
国
会
・
衆
議
院
で
、
被
扶
養
者
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
、
小
手
先
で
手
直
し
す
る
、
補
正
予
算
案
が
、
可
決
。
民
主
党
ま
で
賛
成
し
ま
し
た
。 

参
議
院
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
法
案
を
通
し
た
民
主
党
が
、
制
度
の
存
続
を
大
前
提
に
し
た

予
算
に
賛
成
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

は
じ
め
か
ら
反
対
を
貫
き
、
世
論
と
運
動
の
力
で
政
治
を
動
か
す
、
日
本
共
産
党
の
議
席
を
増
や
し
て

く
だ
さ
い
。
必
ず
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

医
療
・
社
会
保
障
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
が
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

麻
生
首
相
は
、
消
費
税
を
「
二
〇
一
五
年
く
ら
い
ま
で
に
、
一
〇
％
く
ら
い
に
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
海
外
で
得
た
利
益
の
非
課
税
化
や
、
証
券
優
遇
税
制
な
ど
、
大
企
業
・
大
資
産
家
へ
の
減
税
を
、

さ
ら
に
進
め
る
立
場
で
す
。
庶
民
に
増
税
、
大
企
業
に
減
税
―
―
ひ
ど
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

す
で
に
、
小
泉
内
閣
以
来
、
大
企
業
・
大
資
産
家
に
対
し
て
は
、
年
間
五
兆
円
も
の
減
税
、
十
年
前
と

比
べ
る
と
、
年
間
七
兆
円
も
の
減
税
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
、
大
企
業
・
大
資
産
家
へ
の
行
き
過
ぎ
た
減
税
を
や
め
て
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
さ
せ
、
応
分

の
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

年
間
五
兆
円
も
の
軍
事
費
の
ム
ダ
と
、
大
企
業
優
遇
に
メ
ス
を
入
れ
れ
ば
、
消
費
税
増
税
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
と
い
っ
し
ょ
に
、
政
治
に
、
福
祉
の
心
を
取
り
戻
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 


